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	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリアATP合成酵素は、酸化的リン酸化反応中に内膜を横切るプロトンの電気化学的勾配を利用してATP合成を触媒します。この酵素は、可溶性の触媒コアであるF1と、プロトンチャネルを構成する膜貫通構成要素であるFoという、2つの連結した多サブユニット複合体で構成されています。F1複合体は、5つの異なるサブユニット（α、β、γ、δ、ε）から構成され、αサブユニット3個、βサブユニット3個、および他の3つのサブユニットを代表する1個の比率で組み立てられています。Foは9つのサブユニット（a、b、c、d、e、f、g、F6、8）から構成されていると考えられます。この遺伝子は、Fo複合体のeサブユニットをコードしています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2010年6月]、機能：ミトコンドリア膜ATP合成酵素（F(1)F(0) ATP合成酵素または複合体V）は、呼吸鎖の電子伝達複合体によって生成される膜を横切るプロトン勾配の存在下で、ADPからATPを生成する。F型ATPaseは、膜外触媒コアを含むF(1)と、膜プロトンチャネルを含むF(0)の2つの構造ドメインで構成され、中心茎と周辺茎で互いに結合している。触媒作用の間、F(1)の触媒ドメインにおけるATP合成は、中心茎サブユニットの回転機構を介してプロトン転座と結合している。複合体F(0)ドメインの一部。膜上でサブユニットaと共に位置するマイナーサブユニット。,類似性：ATPase eサブユニットファミリーに属する。,サブユニット：F型ATPaseは、触媒コアであるCF(1)と膜プロトンチャネルであるCF(0)の2つの構成要素から構成される。CF(0)は、a、b、c、d、e、f、g、F6、8（またはA6L）の9つのサブユニットから構成されると考えられる。,
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	COLO細胞ライセートのATP5I抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ATP5I 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	ATP5Iポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

